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情報公開文書 

聖隷三方原病院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、通常の診療で得ら

れた検体やカルテ記録を利用することによって行います。このような研究は、文部科学省・厚

生労働省の「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」の規定により、対象と

なる患者さんのお一人ずつから直接同意を得るのではなく、研究内容の情報を公開すること

が必要とされております。この研究の計画や方法について詳しくお知りになりたい場合、この

研究に検体やカルテ記録を利用することをご了解いただけない場合など、お問い合わせがあ

りましたら、以下の「問い合わせ先」へご照会ください。 

[研究課題名] 疼痛・呼吸困難に対する専門家レベルの緩和ケアを提供するためのAIプログラ

ムの開発と検証 

[研究機関名] 聖隷三方原病院  

[研究機関の長] 山本貴道 

[研究責任者] 森雅紀（緩和支持治療科・医師）  

[研究の概要]  

 目的・方法（研究期間も含む） 

研究期間：2024年7月24日～2027年3月 

目的：疼痛・呼吸困難に対して治療を受けた際、緩和医療の専門の医師がどのような判断

基準でどのような治療を選んだのかについて情報を集積し、人工知能を用いて解析するこ

とで、専門の医師の頭の中を人工知能として再現できるか検証します。専門家がいない状

況で、専門でない医療従事者や患者・家族がどのようにしたらよいのか判断の参考になる

プログラムの作成を目指します。 

方法：前向き観察研究 

患者さんに実際に行われた疼痛、呼吸困難に対する治療に関して、その際に医師がどのよ

うな基準をもとにその治療を選んだのかについて情報を収集します。 

 対象となる患者さん 

2024年6月～2026年3月に当院でがん疼痛・呼吸困難に対して治療介入を行った方 

 研究に用いる試料・情報の種類 

試料：なし 

情報：年齢、性別、病歴、治療内容等 

 外部への試料・情報の提供 

データの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行い、本研究の管理者が匿

名化された電子データを保管・管理します。対応表や症例報告書は各研究施設の研究責任

者が適切に保管・管理します。 

 研究組織 

研究責任（代表）者：東北大学大学院医学系研究科 緩和医療学分野 井上彰 

研究事務局：北大学大学院医学系研究科 緩和医療学分野 伊藤圭一郎 

共同研究機関 

1.東北大学病院 緩和医療科 井上 彰  
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2.竹田綜合病院 緩和医療科 平塚 裕介  

3.済生会横浜市南部病院 緩和医療科 木村 尚子  

4.西濃厚生病院 緩和ケア科 小田切拓也  

5.聖隷浜松病院 緩和医療科 山田 博英  

6.聖隷三方原病院 緩和支持治療科 森 雅紀 

7.名古屋市立大学病院 緩和ケアセンター 長谷川貴昭 

8. 小牧市民病院 緩和ケア科 大北 淳也 

9.あすなろ医院 緩和ケア内科 渡邊 紘章 

10.ピースホームケアクリニック 緩和ケア内科 平本 秀二 

11.ピースホームケアクリニック京都 緩和ケア内科 大屋 清文 

12.京都大学医学部附属病院 腫瘍内科 釆野 優 

13.関西医科大学病院 心療内科 蓮尾 英明 

14.吉田病院 緩和ケア科 羽多野 裕 

15.飯塚病院 連携医療・緩和ケア科 柏木 秀行 

16.宮崎市郡医師会病院 緩和ケア科 内藤 明美 

17.筑波大学附属病院 総合診療科 浜野 淳 

18.近畿大学病院 腫瘍内科 吉田 健史 

19.聖マリア病院 緩和ケア内科 大谷 弘行 

20.和歌山県立医科大学附属病院 麻酔科 栗山 俊之 

21.都立駒込病院 緩和ケア科 鶴賀 哲史 

22.神戸大学医学部附属病院 緩和支持治療科 山口 崇 

23.国立がん研究センター東病院 緩和医療科 三浦 智史 

24.横浜南共済病院 緩和支持医療科 馬渡 弘典 

25.JCHO 九州病院 緩和ケア科 山口 健也 

26.がん研有明病院 緩和医療科 松本 禎久 

27.静岡がんセンター 緩和医療科 佐藤 哲観 

28.千里中央病院 緩和ケア内科 前田 一石 

 

[問い合わせ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先]  

社会福祉法人 聖隷福祉事業団 総合病院 聖隷三方原病院 

森雅紀、緩和支持治療科 

電話 053-436-1251  FAX 053-438-2971 


